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「世界保健デー2023」

視聴法等、詳細は日本WHO協会のホームページをご参照ください。 ※後日見逃し配信を行います。
https://www.japan-who.or.jp/
お問合せ: 公益社団法人日本WHO協会 世界保健デー2023 企画委員会
E-MAIL: dogabosyu-2022@japan-who.or.jp 

「世界保健デー2023」イベント

日時；2023年4月7日（金）10:00～12:00（対面とオンラインのハイブリッド開催）
会場；大阪商工会議所7F 国際会議ホール (大阪市中央区本町橋2番8号)

2022年の世界保健デーのテーマで募集した動画の受賞作品を通じて、動物や植物も含めた地球規模で、
わたしたちの環境や健康、いのちについて考えます。
また、シンポジウムでは、講演とパネルディスカッションを通じて今年の世界保健デーのテーマ
「Health For All（すべての人に健康を！）」について有識者の方に語って頂きます。

プログラム
１．開会挨拶：中村安秀（公益社団法人日本WHO協会 理事長）
２．アドバイザリー・グループの皆さま方からのご挨拶（事前に頂いたご挨拶の紹介）
３．動画作品「Our Planet, Our Earth（私たちの地球、私たちの健康）」ハイブリッド受賞式

（優秀賞の6作品を上映いたします）
４．シンポジウム「Health For All（すべての人に健康を！）」

座長：中村安秀氏（日本WHO協会理事長）
生駒京子氏（関西経済同友会代表幹事・日本WHO協会副理事長）

パネリスト：会場にて登壇いただきます。

仲佐 保氏 (シェア＝国際保健協力市民の会・代表理事)
40年前に設立された国際NPOの代表であり、ご自身もカンボジア難民キャンプでの支援活動をふり
だしに最近はコンゴ民主共和国に在住するなど世界各地でプライマリヘルスケアを実践。

新福 洋子氏 (広島大学副学長・国際保健看護学教授)
タンザニアで母子手帳に関するアプリなどを開発し、医療の地産地消を訴え、2020年にWHOなど
から「世界の卓越した女性の看護師・助産師リーダー100人」に選出された助産師。

主催；公益社団法人 日本WHO協会

後援；厚生労働省、外務省、環境省、大阪府、大阪市
(一社) 大阪府医師会、(一社) 大阪府歯科医師会、(一社) 大阪府薬剤師会、(公社) 大阪府看護協会、
(一社) 生産技術振興協会

協賛；

(参加費：無料)
※資料代1,000円/部

申込はこちらから⇒

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_s5Hqn0rnSZGQK83BN4arrw


